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市町村合併蜘

平成12年

10/4 県が市町村合併パターン試案公表

(70市町村を13か15自治体に)

町議会が「川内町合併検討特別委員会」設置・・・①

第l回川内町合併検討特別委員会を開催

第2回川内町合併検討特別委員会を開催

川内町合併検討特別委員会が住民懇談会を開催

県に要望書(JII内・重信の合併パターン試案)提出

皆さんにシリーズでお伝えしております合

併問題につきましては、特に最近になって全

国的にも動きが目立ってまいりました。

そこで、今回は川内町のこれまでの合併問

題への取り組み状況などについて、主なもの

を紹介したいと思います。

11/11 

11/30 

12/6 

12/11 

12/15 

平成13年

1/1 庁内に「川内町合併研究委員会J設置・・・②

1/16 第3田川内町合併検討特別委員会を開催

1/24 町議員及び合併研究委員が「茨城県潮来町J
~25 を行政視察・・・③

2/28 県が「愛媛県市町村合併推進要綱J策定

(合併基本パターン11、参考パターンで15の組合せ)

第l回川内町合併研究委員会を開催

第2回川内町合併研究委員会を開催

第4回川内町合併検討特別委員会を開催

市町村合併パンフレットを全世帯に配布

松山地方局市町村合併検討協議会設立会議に参加

合併問題懇談会を町内15地区公民館で開催(514名)

①
「
川
内
町
合
併
検
討

特
別
委
員
会
」

町
議
会
議
員
十
名
で
構
成
さ
れ

た
特
別
委
員
会
で
、
市
町
村
合
併

に
つ
い
て
、
情
報
収
集
、
研
究
協

議
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

六
月
1
七
月
に
町
内
十
五
公
民

館
で
行
な
わ
れ
た
合
併
問
題
懇
談

会
に
も
参
加
し
、
住
民
の
生
の
声

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

3/5 

5/11 

5125 

5/25 

5/29 

6/6 

~7/16 

7/3~4 

②
「
川
内
町
合
併
研
究

委
員
会
」

役
場
庁
内
に
設
置
さ
れ
た
委
員

会
で
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
事
務

レ
ベ
ル
で
調
査
研
究
や
、
住
民
へ

の
情
報
提
供
を
行
な
っ
て
い
ま

す。
広
報
か
わ
う
ち
市
町
村
合
併
特

集
号
の
作
成
、
近
隣
市
町
の
行
政

基
礎
数
値
の
調
査
、
そ
の
他
、
研

究
中
で
す
。
(
委
員
長
、
委
員
九

人
、
専
門
部
会
員
三
十
三
人
)

合併検討特別委員及び合併研究委員が

「香川県小豆島」を先進地視察

第l回松山地方局市町村合併検討協議会D'部会

に参加・・・④

町職員市町村合併説明会を開催

第5回111内町合併検討特別委員会を開催

第l国松山地方局市町村合併検討協議会D部会

に参加・・・⑤

8/8 第3田川内町合併研究委員会を開催

8/24 広報かわうち「市町村合併特集号Jを全世帯に配布

8/27 町内住民グループによる合併勉強会を実施

9/11 第2国松山地方局市町村合併検討協議会D部会に参加

9/26 中央公民館高齢者学級による合併勉強会実施(64名)

9/27 第2回松山地方局市町村合併検討協議会D'部会に参加

1O/3~4 町議員が「福岡県宗像市J を行政視察研修

10/10 第3回松山地方局市町村合併検討協議会D'部会に参加

10/23 中央公民館婦人学級による合併勉強会実施(90名)

10/26 第6田川内町合併検討特別委員会を開催

11/7 第4田松山地方局市町村合併検討協議会D'部会に参加

11/13 第l田川内町将来構想研究会開催・・・⑤

広報「かわうちJ6、7、8、10、11月号に合併関連記事を掲載

7/19 

7/23 

7/27 

7/31 

③
「
茨
城
県
潮
来
町
」

平
成
十
年
四
月
に
潮
来
町
・
牛

堀
町
任
意
合
併
協
議
会
、
平
成
十

一
年
九
月
に
法
定
合
併
協
議
会
を

設
置
し
、
平
成
十
三
年
四
月
に
潮

来
市
と
し
て
合
併
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
両
町
で
市
制
施
行
の
人

口
要
件
を
四
万
人
以
上
か
ら
三
万

人
以
上
に
引
き
下
げ
る
よ
う
国
に

要
望
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

市
町
村
合
併
特
例
法
の
改
正
案
が

国
会
で
可
決
・
成
立
し
て
い
ま
す
。

④
「
松
山
地
方
局
市
町
村

合
併
検
討
協
議
会
D
部
会
」

県
の
市
町
村
合
併
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
一
環
と
し
て
、
県

が
提
示
し
た
基
本
パ
タ
ー
ン
の

D

パ
タ
ー
ン
組
合
せ
(
松
山
市
・
北

条
市
・
重
信
町
・
川
内
町
・
中
島

町
)
の
自
治
体
が
集
ま
り
調
査
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
行
政
基
礎
調
査
の
資
料

等
を
作
成
中
で
す
。

広報かわうち。



⑤

「
松
山
地
方
局
市
町
村

合
併
検
討
協
議
会
，
D
部
会
」

県
の
市
町
村
合
併
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
一
環
と
し
て
、
県

が
提
示
し
た
参
考
パ
タ
ー
ン
の
中

の
白
パ
タ
ー
ン
の
組
合
せ
で
あ
る

川
内
町
・
重
信
町
が
集
ま
り
、
調

査
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
行
政
基
礎
調
査
の
資
料

作
成
中
で
す
。

⑥

「
川
内
町
将
来
構
想
研

究
会
」

住
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ

て
、
合
併
に
関
す
る
調
査
・
研
究

を
行
な
う
町
長
の
諮
問
機
関
で
、

委
員
三
十
五
名
(
内
、
二
十
五
名

は
一
般
住
民
、
十
名
は
川
内
町
合

併
検
討
特
別
委
員
)
で
構
成
し
て

い
ま
す
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
先
進

合
併
事
例
の
調

査
・
研
究
等
を

実
施
し
、
町
長

に
提
言
を
行
な

い
ま
す
。

合併年月日 新市町村名 合併関係市町村名 合併形態

平成4年3月3日 水戸市 水戸市、常澄村 編入

平成4年4月1日 盛岡市 盛岡市、都南村 編入

平成5年7月1日 飯田市 飯田市、上郷町 編入

平成6年11月1日 ひたちなか市 勝田市、那珂湊市 新設

平成7年9月l日 鹿嶋市 大野村、鹿嶋町 編入

平成7年9月1日 あきる野市 秋川市、五日市町 新設

平成11年4月1日 篠山市 篠山町、西紀町 新設

丹南町、今田町

平成13年1月1日 新潟市 新潟市、黒埼町 編入

平成13年1月21日 西東尽市 回無市、保谷市 新設

平成13年4月1日 潮来市 潮来町、牛堀町 編入

平成13年5月1日 さいたま市 浦和市、大宮市、 新設

与野市

(平成4年以降)最近の合併の状況

全国の合併協議会等の
設置状況

(平成13年9月末時点、設置予定数も含む)

-法定協議会・...・H ・-…....・H ・-… 30( 109市町村)

・任意協議会…...・H ・.......・H ・...43( 198市町村)

.研究会等その他...・H ・...........251(1，350市町村)

(計)...・H ・H ・H ・.....・H ・..…324(1，657市町村)

51.4% 

全国の半数以上の市町村が、複数

の市町村間で合併に関する何らか

の調査研究紐織を構成、参加して

おり、最近、特に増加している。

の3，224 全市町村数

現在、愛媛県内で合併に関する

法定合併協議会、任意合併協議会、

研究会が設置されている地域

組織名 構成市町村名 種別

南宇和合併協議会 内海村、御荘町、城辺町、 法定協議会

一本松町、西海町

字摩合併協議会 川之江市、伊予三島市 任意協議会

新宮村、土居町

しまなみ海道周辺 吉海町、宮窪町、伯方町 研究会

市町村合併研究会 上浦町、大三島町

上島地区合併研究会 弓削町、生名村、 岩城村、 研究会

魚島村

東宇和郡市町村 明浜町、宇和町、野村町、 研究会

合併研究会 城川町

西宇和郡市町村 保内町、伊方町、瀬戸町、 研究会

合併研究会 三崎町、三瓶町

(合併に闘す吾住民アンケート調査実施中!/)

お知Sせ
川内町では、住民の皆さんが合併の必要性を

どう思われているか、また、今後の川内町の進

むべき方向を見い出す参考とするため、現在、

町内在住の20歳以上の方(1，200人)を対象にア

ンケート調査を実施しております。

この広報をご覧の方でアンケート用紙が届い

た方は、もう回答をご返送いただけましたでし

ょうか?まだ回答されてない方は、調査の趣旨

をご理解のうえ、貴重なご意見をお寄せいただ

きますようご協力をよろしくお願いします。 研究会:合併を視野に入れた複数の市町村が組織として
参加しているものを掲載

市町村合併に関すると意見やご不明な点などがありました5、ご遠慮なくお問い合わせ下さい。

川内町役場総務課市町村合併担当係 ・TEL(089) 966 -2222 ・E-mail soum@town.kawauchi.ehime.jp 

。広報かわうち



都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

策
定
し
ま
し
た

か
ね
て
よ
り
検
討
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
、
川
内
聞
の
都
市
計

画
に
つ
い
て
、
先
般
旧
月
四
目
、

川
内
町
都
市
計
画
審
議
会
に
お
い

て
最
終
審
議
さ
れ
策
定
い
た
し
ま

し
た
。
こ
こ
に
、
概
要
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。

〈
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
対
象
地
域

と
目
標
年
次
》

{対
象
地
域
】

本
町
に
お
け
る
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー

0

フ
ラ
ン
の
策
定
地
域
は
、
原

則
と
し
て
都
市
計
画
区
域

(
7
5

0
凶
)
を
対
象
範
囲
と
す
る
。

【
目
標
年
次
}

・
基
準
年
次

平
成
7
年
(
平
成
5
年
度
都
市

計
画
基
礎
調
査
デ
l
タ
)

・
目
標
年
次

目
標
年
次
(
概
ね
却
年
間
)

平
成
幻
年

(
2
0
1
5
年
)

中
間
年
次
(
概
ね
叩
年
間
)

平
成
げ
年

(
2
0
0
5
年
)

凡例 | 
|都市計画区域図|

司、

広報かわうち
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L

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
概
要

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

は
、
平
成

4
年

(
1
9
9
2
年
)

6
月
の
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ

っ
て
創
設
さ
れ
、
都
市
計
画
法
第

同
条
の

2
に
規
定
さ
れ
た
「
市
町

村
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
」
の
こ
と
を
い
う
。

川
内
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、
川
内
町
の
町
民
と
行
政

と
が
一
緒
に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
川
内
町
の
あ
る
べ
き
姿
を
考

え
、
そ
れ
に
向
け
て
都
市
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
の
基
礎
と
な

る
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
を

つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
策

定
す
る
も
の
で
あ
る
。

川
内
町
の
特
性
や
課
題
を
把
握

し
、
川
内
町
長
期
総
合
計
画
を
は

じ
め
と
す
る
上
位
計
画
や
関
連
計

画
の
内
容
を
踏
ま
え
、
町
民
の
意

見
を
反
映
し
て
策
定
す
る
川
内
町

都
市
計
画
の
総
合
的
な
指
針
と
な

ヲ

Q

O

/

目、

O
都
市
マ
ス
タ
ー

0

フ
ラ
ン
の
役
割

と
位
置
づ
け

川
内
町
が
定
め
る
都
市
計
画
の

総
合
的
な
指
針
と
し
て
、
次
の
役

割
を
担
う
。

・
都
市
や
地
域
の
あ
る
べ
き
将
来

像
を
明
示
し
、
目
標
を
示
す

0

・
都
市
づ
く
り
の
た
め
の
総
合
的

な
整
備
方
針
を
示
す
。

・
市
町
村
が
定
め
る
都
市
計
画
の

基
本
的
な
方
向
を
示
す
。

・
都
市
づ
く
り
へ
の
住
民
参
加
を

促
す
。

・
川
内
町
長
期
総
合
計
画
の
都
市

計
画
に
関
す
る
分
野
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
考
え
方
や
総
合
的
な
指

針
を
示
し
た
計
画
で
あ
り
、
市
街

化
区
域
及
び
市
街
化
調
整
区
域
の

「
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」

等
の
方
針
と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
定
め
る
。

都市計画

愛媛県長期計画‘…----[ 市街化区域および市街化調整区域の整備、

開発又は保全の方針

正支

町長期総合計画(基本構想
-都市計画区域において、都市計画の総合性

と一体性を確保するための相互調整の指針
-町における計画的な行4‘........."'-.. 
運宮の総合的な指針

都市計画マスタ一フラン(都市計画に関する基本的な方針)

-都市や地域の将来像、整備目標を示す。

-都市づくりのための総合的な整備方針を示す0

・市町村が定める都市計画の基本的方向を示す0

・都市づくりへの住民参加を促す。

く都市計画の決定-実施〉

+ 

ト一一一一一

広報かわうち

合



2. 

都
市
づ
く
り
の
目
標

都
市
づ
く
り
の
目
標
は
、
都
市

づ
く
り
の
理
念
を
具
体
化
さ
せ
る

た
め
の
施
策
の
目
標
と
し
て
左
記

の
よ
う
に
設
定
す
る
。

O
都
市
基
盤
の
充
実
し
た
快
適
な

土
品
中
り

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
快
適
」

O
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
安
告
ぎ
」

O
広
域
高
速
交
通
結
節
点
と
し
て

発
展
す
る
ま
ち

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
活
力
」

都市づくりの目標

まちづくり(整備)の方策

快適なまちづくり
・計画的な土地利用により、商業施設の集積や公共施設の配置および建

物用途の混在の解消を図り、良好な住環境の形成と快適なまちづくり

を進める。

・四国縦貫道松山自動車道の整備により、高速広域交通の結節点として

の利便性の活用を図る。

・未利用地の活用を通じ、公園 -緑地等の公共施設の適切な確保や区画

道路の整備を進めるなど、都市基盤の整備を図る。

安うぎのあるまちづくり
・優良農地の保全を図りつつ、公園・緑地の確保および住宅地における

道路の整備を進め、防災に強いまちづくりを進める。

・良好な居住環境形成のため、計画的な面整備を図るとともに、街並み

景観の保全や、緑地の増加等による、安らぎを感じさせるまちづくり

を進める。

活力あるまちづくり
・交通結節点としての利便性の向上を通じ、産業の発展を促進する。

・住民参加により行政と一体となったまちづ、くりをすすめ、街の活性化

を図る。

〈ごコァ

[心うるおうふるさとかわうち )理念

広報かわうち
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町政二ユース

町職員の給与及び定員管理等の

状況について公表します
町職員の給与・定数管理等の状況は次のとおりです。

区分
住民基本台帳人口
(平成13年3月31日)

歳出額
(A) 実質収支

人件費
(8) 

(1)人件費の状況(普通会計決算)

12年度 11，280 人 I 5，434，027千円

注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

246，149干円 938，010千円

(2 )職員給与費の状況(普通会計予算)

区分 職員数
(A) 給料 半

岩手

費
一
勉

一
骨
骨
玄;
 

一
末

-
刊

n

一
件
且
ハ

与

「
l

一
当

給
一
手口貝職 計 (8)

1人当りの給与費
(B/A) 

13年度 116人 427，574千円 65，988千円 I183，363千円 I676，925千円 5，835千円

注)職員手当には、退職手当を含みません。
注)給与費は、当初予算に計上された額です。

(3 )職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(平成12年 4月 1日現在)

一般行政職 技能・労務職
区分

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

川内町 310，500円 377，000円 40.6歳 225，800円 232，400円 45.1歳

国 326，106円 ¥¥¥  39.9歳 289，315円 ¥¥¥  47目9歳

(4)職員の初任給の状況(平成13年 4月 1日現在)

)11 内 回T 国

区 分
採用2年経過日 採用2年経過日

決定初任給
給料額

決定初任給
給料額

一般行政職
大学卒 163，800円 181，400円 174，400円 188，900円

高校卒 141，900円 151，800円 141，900円 151，800円

(5)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(平成13年 4月 1日現在)

区 分 | 経験年数10年以上~15年未満|経験年数15年以上~20年未満|経験年数20年以上~25年未満|経験年数お年以上~30年未満

一般行政職
250，100円

220，400円

302，900円 386，000円 411，100円

394，400円277，800円 319，200円

注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

(6 )一般行政職の級別職員数の状況(平成13年 4月 1日現在)

区 分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

主任 専門員 課長補佐 課長 課長
計

標準的な職務内容 主事補・技師補 主事・技師 主査・係長

職 員 数 3人 17人 12人 16人 10人 11人 11人 4人 84人

4書 成 比 3.6 % 20.2 % 14.3 % 19.0 % 11.9 % 13.1 % 13.1 % 4.8 % 100% 

(参考)1年前の構成比 5.6 % 18.0 % 14.6 % 20.2 % 16.9 % 12.3 % 7.9 % 4.5 % 100% 

注)川内町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
注)標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

ぬ
広報かわうち



町政ニュース

区分 内容(平成13年4月11:3現在) 国の制度との異同 (7)職員手当の状況

交通用具使用の場合
(2km以上-25km未満のみ記載)

区分 JlI 内 町 国

(12年度支給割合) (12年度支給割合)

2km以上~5km未満 2 ，000 円
期 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
宋
手 6月期 1.45月分 0.6月分 6月期 1.45月分 0.6月分

通 5km以上-10km未満 4，100円
当 12月期 1.60月分 0.55月分 12月期 1.60月分 0.55月分

勤
同 じ

手
当 10km以上-15km未満 6，500円

草b 3月期 0.55月分 一月分 3月期 0.55月分 一月分

勉 計 3.60月分 1.15月分 計 3.60月分 1.15月分
手
当 職制上の段階、職務の級等による 職制上の段階、職務の級等による

15km以上-20km未満 8，900円
加算措置 有 加算措置 有

(支給率) (支給率)

20km以上~25km未満 11 ， 300 円
自己都合勧奨・定年 自己都合勧奨・定年

勤続20年 21.0月分 28.875月分 勤続20年 21.0月分 28.875月分

区 分 会職稜

職員全体に占める手当
14.0% 

支給職員の割合

退
勤続25年 33.75月分 44.55月分 勤続25年 33.75月分 44.55月分

職 勤続35年 47.5月分 62.7月分 勤続35年 47.5月分 62.7月分

手 最高限度額 60.0月分 62.7月分 最高限度額 60.0月分 62.7月分
当

その他の加算措置 その他の加算措置

定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置

支給対象職員1人当たり
92，400円

平均支給年額
(2%~20%加算) (2%~20%加算)

退職時特別昇給 1号給 退職時特別昇給 1号俸

特殊勤務 手当の種類(手当数) 9 
手当
(12年度)

言i 毒

町税徴収事務手当、国土調査手当、

伝染病防疫手当、行旅病人等処置

手当、保育所保育士手当、簡易水

道手当、野犬等処理手当

区分 内 容(平成13年4月1日現在) 国の制度との異同

.配偶者 ・・・ ・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・ 16，000円

.扶養親族2人まで ・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・ ・ 6，000円

支給総額 30，452干円
時間外勤 12 
務手当 年度

職員1人当たりの支給年額 241千円

扶
.扶養手当が支給されない配偶者を有する場

合の扶養親族のうち1人 ・・・ ・・ ・・ ・・・ ・・・ 6，500円
養

同 じ
手
当 .配偶者のない職員の扶養親族

のうち1人・ ・・ ・・ ・・・・・・ ・・ ・・・・ ・・・・・・ ・・11，000円

-その他の扶養親族・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・ 3，000円

(8 )特別職の報酬等の状況

(平成13年4月1日現在)
-満16歳年度初めから満22歳年度末までの間

にある子1人につき加算・ ・・・・・・・・・・・・ 5，000円

区 分 給料月額等

給
国T 長 820，000円

助 f金 655，000円
キヰ

収入役 608，000円

.持家居住者

0新築(購入後5年間) ・・・・・・・ ・・・・・・ 2，500円

幸日
議 長 302，000円|

酬
副議長 240，000円

0その他 ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・ ・・・・・ ・・・・・ 1，000円

-借家・借間居住者

議 員 220，000円

期末手当

町 長 6月期 1.45月分

Eカ 千金 12月期 1.60月分

収入役 3月期 0.55月分

イ主
O月額23，000円以下の家賃を支払っている職員居

同 じ
手 家賃の月額から12，000円を控除した額

当

成平 計 3.60月分
0月額23，000円を超える家賃を支払ってし喝職員

議 長 6月期 1.45月分

副議長 12月期 1.60月分

家賃の月額から23，000円を控除した額の2分の

1 (その控除した額の2分の1が16，000円を超える

ときは、 16，000円)を11，000円に加算した額

議 員 3月期 0.55月分
dE込コ

言十 3.60月分 -最高支給限度額 ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ 27，000円

広報かわうち 。



町政二ユース

(9)部門別職員数の状況と主な増減理由(各年4月1日現在)

¥¥  職員数 対前年
主な増減理由

平成12年 平成13年 増減数

議会部門 2 2 

総務部門 18 20 2 合併検討業務による増

税務部門 6 6 

自主 民生部門 22 19 ム 3 会計区分変更による減
行

衛生部門 10 9 ム 1 会計区分変更による滅
iEj( 
音E 農林水産部門 20 18 ム 2 主要事務終了による滅
門

商工部門

土木部門 9 10 新事業による増

言十 88 85 ム 3

ま
教育部門 29 31 2 欠員補充

言十 29 31 2 
f''l 

水道部門 4 4 

下水道部門 3 3 

その他部門 3 7 4 会計区分変更による増

f''l 計 10 14 4 

.6. 計 127 130 3 Eコ

注)職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する

休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

注)定員適正化計画の一般行政職部職員門数と一般行政職の級別職員

数の相違は、給与職種区分による人数の捉え方と、職種分類が異なる

ためです。

(10) 定員適正化計画の進捗状況

の定員適正化計画の年次別進捗状況(実績)の概要

(各年4月1日現在)

区 分
8年 9年 10年 11年 12年 13年 9~13年

計画前年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 言十

減員 ~ 2 O 1 6 10 

般政行

増員 / 3 O 3 。 3 9 

差引 / 。 2 ム1 ム3 ム1

職員数 86 87 87 89 88 85 85 

区 分
8年 9年 10年 11年 12年 13年 H3年 事由の

計画前年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 概要

E義
減員 。。。。。。(減員事由)

増員 。。。。。。
.6、

差引 。。。。。。(増員事由)
:zoξ 

職員数 2 2 2 2 2 2 2 

需主
減員 。。 。。 (減員事由)

指員 。。。。2 2 

差引 。。ム1 。2 (増員事由)
務

職員数 15 15 15 14 14 16 16 合併繍肘婁聴による増

:iiベニ
減員 。。。。 (減員事由)

画 増員 。。。。。。
調 差引 ム1 。。。。ム1 (増員事由)
整

職員数 5 4 4 4 4 4 4 

税
減員 。。。。。。(減員事由)

増員 。。。。
差引 。。。。 (増員事由)

手主
職員数 5 6 6 6 6 6 6 

民
減員 。。。。3 3 (減員事由)

増員 。2 。。3 会計区分変更による濃

差引 。2 。ム3 。(増員事由)
生

職員数 19 20 20 22 22 19 19 

伺
減員 。。。。 (減員事由)

増員 。。 。。 会計区舟変更による誠

差引 。。 。ム1 。(増員事由)I 
生

職員数 9 9 9 10 10 9 9 

農
減員 。2 。。2 4 

(減員事'7に由よる)滅I
林 増員 。2 。。。2 主要事務鈴 よ

7.k 差引 。。。。ム2 62 (増員事由)
産

職員数 20 20 20 20 20 18 18 

商
減員 。。。。。。(減員事由)

増員 。。。。。。
差引 。。。。。。(増員事由)

工
職員数

土
滅員 。。。 。 (減員事由)

増員 。。。。
差引 。。。ム1 。(増員事由)

木
職員数 10 10 10 10 9 10 10 新事業による増

②定員適正化計画の年次別進捗状況(実績)の内訳
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同長の動静
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10/15山鳥坂ダム見直し案陳情

10/16地域活性化グループ設立総会

10/18都市計画審議会

10/19愛媛県木材利用推進県民大会

10/22県国民健康保険団体連合会理事会

10/23第22回郡町村議会議員ソフトボール大会

10/26合併検討特別委員会

10/29山鳥坂ダム建設推進協議会臨時総会

10/30地域活性化対策特別委員会

第10回暴力銃器追放県民大会

10/31 10月定例温泉郡町村会

11/1 愛媛大学医学部解剖体慰霊祭

11/4 白猪之滝まつり

11/6 保健福祉常任委員会

総務文教常任委員会協議会

臨時議会運営委員会

県森林土木協会陳情

市町村長特別研修

四国は一つ!道の未来を考える

InTOKYO 
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11/8 

~9 

11/11 防火デー

11/12 11月臨時町議会

11/13県農地防災等推進協議会

川内町将来構想研究会

1 1月臨時町議会報告議会のうごき

一
般
会
計
補
正
予
算

4
、
7
6
0
干
円

な
ど

平
成
時
年
度
什
月
臨
時
町
議
会

が
去
る
刊
月
世
田
聞
か
れ
、
一
般

会
計
補
正
予
算
案
な
ど
議
案
2
件

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

合
併
に
関
す
る
住
民
意
向
把
握

調
査
業
務
委
託
な
ど
で

補
正
予
算
額

4
、
7
6
0
千
円

補
5 正
、後

l の
8 予
l 算
、総

7 額
5 
6 
千
円

高齢者大運動会

合併検討特別委員会

議長・特別委員

10/29 山鳥坂ダム建設推進協議会臨時総会

議長

10/15 中予分水四園地方整備局懸念事項提出

議長

都市計画審議会 委員

第2回町村議会議員研修会 全議員

温泉郡議会議員ソフトボール大会

議長ほか

議長

10/18 

10/19 

10/23 

10/24 

10/26 

一
般
議
案

O
平
成
問
年
度
地
方
特
定
道
路
整

備
事
業

泊
地
特
道
第
2
号
北
方
中
央
線

道
路
改
良
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

・
契
約
金
額

6
1
、
9
5
0
千
円

-
事
業
量

延
長

2
2
0
m

-
工

期

平
成
日
年
日
月
日
日
1

平
成
凶
年

3
月
お
日

・
契
約
の
方
法
指
名
競
争
入
札

.
契
約
の
相
手
方

有
限
会
社

10/30 地域活性化対策特別委員会

議長・特別委員

保健福祉常任委員会

議長・常任委員

総務文教常任委員協議会

議長 ・常任委員

議長・運営委員

全議員

11/6 

幅
員
日

m

命

花
山
建
設

議会運営委員会

11月臨時町議会

広報かわうち

ィシ

11/7 

11/12 



町
政

国
保
・
老
保

第
三
者
(
他
人
)
の
行
為
に
よ

り
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
も

国
保
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

医
療
費
は
加
害
者
が
全
額
負
担

す
る
の
が
原
則
で
す
の
で
、
一
時

的
に
国
保
が
立
替
え
、
あ
と
で
国

保
が
加
害
者
に
請
求
す
る
形
に
な

り
ま
す
。

②
相
手
を
確
認

相
手
の
氏
名
・
連
絡
先
だ
け
で

な
く
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
、
免
許
証
、

車
検
証
も
確
認
し
ま
す
。

④
け
が
を
し
て
い
る
場
合

必
ず
人
身
事
故
と
し
て
処
理
し

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
国
保
が

治
療
費
を
加
害
者
に
請
求
す
る

際
、
人
身
事
故
と
し
て
処
理
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
加
害
者
(
保
険
会

社
)
か
ら
支
払
っ
て
も
ら
え
ま
せ

ん。国
保
へ
の
届
出
の
し
か
た
な
弟
三

者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
)

①
「
事
故
証
明
書
(
人
身
事
故
)
」

を
も
ら
い
ま
す
。

②
「
事
故
証
明
書
(
人
身
事
故
)
」

を
も
ら
っ
た
ら
国
保
の
担
当
窓
口

へ
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
事
故
証
明
書
(
人
身
事
故
)
の

も
う
い
か
た

①
自
動
車
事
故
が
発
生
し
た
都
道

府
県
の
「
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
事
務
所
」
へ
所
定
の
郵
便
振

替
用
紙
を
使
っ
て
、
事
故
証
明
書

(
人
身
事
故
)
の
交
付
を
申
請
し

ま
す
。
(
郵
便
振
替
用
紙
は
ど
こ

の
警
察
署
、
派
出
所
、
駐
在
所
、

損
害
保
険
会
社
、
農
業
協
同
組
合

に
も
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
)

②
交
付
申
請
の
手
続
き
を
す
る

と
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
か
ら
申
請

者
の
住
所
ま
た
は
申
請
者
が
希
望

す
る
と
こ
ろ
へ
、
証
明
書
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
。

示
談
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う

後
遺
障
害
の
危
険
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
一
不
談
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ

う
。
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り

す
る
と
国
保
が
使
え
な
く
な
り
ま

す
。
示
談
の
前
に
必
ず
国
保
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

.問い合わせ先

国保・老保、年金 ...福祉課 (fi966-2223)

もよおし
....子育て支援センター (fi966-2080)

白川内町教育委員会(包966-4721)

広報かわうち

種
ま
く
子
供
た
ち

小児ガンにかかった7人とその家族の手dGo生き
ること。死ぬこと、人の尊厳、家族や人々 ¢鮮など、
多くの大切芯ことを教えてくれる。

新
刊
案
内

佐
藤

律
子

士者

合



こ
の
よ
う
な
も
の
も
第
三
者
行
為

に
よ
る
事
故
と
な
り
ま
す
。

O
他
人
の
飼
い
犬
に
か
ま
れ
た

O
落
下
物
に
あ
た
っ
た

O
傷
害
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た

な
ど

と
ん
な
と
き
は
国
保
で
治
療
は
受

け
う
れ
ま
せ
ん

O
勤
務
中
や
通
勤
途
上
で
の
事
故

は
労
災
保
険
の
対
象
と
な
り
ま

す。
O
不
法
行
為
(
飲
酒
運
転
や
無
免

許
運
転
)
に
よ
る
事
故
は
、
給

付
制
限
の
対
象
と
な
り
、
保
険

給
付
は
不
支
給
と
な
り
ま
す
o

O
国
保
に
相
談
な
く
示
談
を
済
ま

せ
て
し
ま
う
と
、
国
保
が
使
え

な
く
な
り
ま
す
。

年

金

ど
う
し
ま
し
た
!
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
は
?

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料

が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
「
保

険
料
免
除
制
度
」
の
相
談
を

病
気
、
失
業
、
経
営
不
振
な
ど

で
収
入
が
少
な
く
て
保
険
料
を
納

め
る
の
が
困
難
な
人
は
、
役
場
窓

口
で
保
険
料
の
免
除
申
請
が
で
き

ま
す
。申

請
し
承
認
さ
れ
る
と
、
申
請

の
前
月
分
か
ら
そ
の
年
の
年
度
末

ま
で
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
相
談
・

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
は

①
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給

資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。

②
免
除
期
間
の
年
金
額
は
、
保

険
料
を
納
め
た
場
合
の

3
分
の

l

の
金
額
と
な
り
ま
す
。

③
保
険
料
は

凶
年
前
の
分
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
、
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す
。

※
免
除
制
度
は
、
世
帯
の
所
得
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

園
子
育
て
支
援

聞
セ
ン
タ
ー
か
ら

子
育
て
広
場

口
日

時

ロ

月

1
日
出

午
前
9
時
加
分
1
1
時

(
受
付
9
時

1
9時
却
分
)

口
場

所

川

内

保

育

園

口
内

容

「手
作
り
お
も
ち
ゃ

を
作
っ
て
遊
ぼ
う
」

(
材
料
は
全
て
園
の
方
で
用
意

し
て
お
り
ま
す
。
)

口
持
っ
て
く
る
物
タ
オ
ル
、
着

替
え
、
水
筒
な
ど

あ
お
ぞ
う
広
場

砂
場
や
遊
具
で
親
子
一
緒
に
楽

し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

毎
週
金
曜
日
午
前

9
時
1
1
時

子
育
て
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、

悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
(
宮

9
6
6
・

2
0
8
0
)
ま
で
お
電
話
く
だ
さ

ミ

。

-
V
 

「
え
ひ
め
こ
ど
も
の
城
」
が

川
内
町
に
や
っ
て
く
る

f

児
童
健
全
育
成
の
一
層
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
動
く
え
ひ
め
こ
ど
も
の
城
」
を
実

施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

口
日

時
ロ
月
日
日
間

午
前
山
時
1
1
時
却
分

口
場

所
川
内
町
中
央
公
民
館
大
ホ

l
ル

ロ

内

容

O
児
童
厚
生
員
に
よ
る
ゲ

l
ム
遊

び
等
、
親
子
ま
た
は
子
ど
も
た

ち
で
遊
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

，鉱山
↓

NHH 

O
愛
媛
大
学
児
童
文
化
研
究
会
に

よ
る
人
形
劇
の
上
演

口
参

加

費

無

料

口
問
い
合
わ
せ
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

(
E
9
6
6
・
2
0
8
0
)

国
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

口

日

時

ロ
月
2
日
回

受

付

午

前

9
時
1

開

会

式

午

前

9
時
加
分
1

競

技

午

前

日

時

1

口

場

所

町
内
コ

l
ス

(
中
央
公
民
館
ス

タ

l
ト
)

口
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
教
育
委
員
会
(
宮

9
6

6
・

4
7
2
1
)

ハ
ッ
ピ
ー
デ
イ
ズ
レガ

レ
l
ナ

・

ン

3

マ

リ

ア

著

U
M

女
ツ

'

つ
工

'
1

2

市
中
J

新

¥
J'r一一一一

鷺

J
r
』

，

の
リ

F
d

度
マ

.，
a

重
・ナ

能
説

本
能
寺
六
夜
物
語
味
酌
仇

か
川
J
U

川
市
一
一

野
山
J

精

一
刊
誌
肱

一位
相
川
和

一
方
さ
序

正
明
日
現

一
本
裏
貫

一
郎
一
恥
肌

信
の
理

寺
推

岡
田

秀
文

著

坊
ち
ゃ
ん
忍
者

幕
末
見
聞
緑

奥

泉

光

著

師匠で養父でもある甚右衛円から霞流忍術を仕
込まれた横川松吉。幼なじみの寅太郎を畠車れに、
医者を目指して京ヘ旅立つ。やがて二人は

会
広報かわうち



サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
税

年
末
調
整
と
確
定
申
告

-
問
い
合
わ
せ
先

松
山
税
務
署

宮

9
4
1
1
9
1
2
1

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い

て
の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま

す
が
、
ロ
月
に
年
末
調
整
で
精
算

さ
れ
ま
す
。

月
々
の
源
泉
徴
収

毎
月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
る
所
得
税
は
、

「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
税
額
表
」

に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
と
は

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
一

年
間
の
合
計
額
は
、
一
年
間
の
給

与
総
額
に
対
し
て
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
税
額
(
年
税
額
)
と
は

一
致
し
な
い
の
が
通
常
で
す
。

こ
の
理
由
と
し
て
は
、

①
結
婚
、
出
産
、
就
職
な
ど
の

た
め
扶
養
親
族
の
数
が
変
わ
る

場
合
が
あ
る
。

②
生
命
保
険
料
控
除
や
損
害
保

険
料
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除

な
ど
は
、
年
末
に
一
度
に
控
除

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

③
年
の
途
中
で
給
与
の
額
が
変

動
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後

の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
で
過
不
足

額
の
精
算
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
「
年
末
調
整
」
と
い
い
ま

す
。
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
一
年

間
の
所
得
税
の
納
税
が
完
了

し
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

年
末
調
整
の
注
意
点

扶
養
控
除
等
の
申
告

扶
養
親
族
が
い
る
場
合
も
い
な

い
場
合
も
「
給
与
所
得
者
の
扶
養

控
除
等
(
異
動
)
申
告
書
」
を
勤
務

先
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

2

配
偶
者
特
別
控
除
の
申
告

川
控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
書
類

配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
「
給
与
所
得
者
の

配
偶
者
特
別
控
除
申
告
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
勤
務

先
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

例
控
除
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

①
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者

が
、
他
の
納
税
者
の
扶
養
親

族
と
さ
れ
て
い
る
場
合
や
配

偶
者
が
こ
の
控
除
を
受
け
て

い
る
場
合
又
は
事
業
専
従
者

と
な
っ
て
い
る
場
合

②
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額

が
お
万
円
の
場
合
又
は
河
万

円
以
上
の
場
合

③
控
除
を
受
け
よ
、
っ
と
す
る

所
得
者
の
合
計
所
得
金
額
が

l
、
0
0
0
万
円
を
超
え
る

場
合

3

保
険
料
控
除
の
申
告

川
社
会
保
険
料
控
除
、
小
規
模

企
業
共
済
等
掛
金
控
除
、
生
命

保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

「給

与
所
得
者
の
保
険
料
控
除
申
告

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

勤
務
先
に
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ω小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
、

生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
支
払
証
明
書
を

「
保
険
料
控
除
申
告
書
」
に
添

付
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

4

住
宅
借
入
金
(
取
得
)
等
特

別
控
除
の
申
告

こ
の
控
除
を
最
初
に
受
け
る
年

分
に
つ
い
て
は
、
確
定
申
告
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
後
の
各
年
分
に
つ
い
て
は
、
年

末
調
整
の
際
に
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
次
の
証
明
書
を
添
付
し
て

「
給
与
所
得
者
の
住
宅
借
入
金

(
取
得
)
等
申
告
書
」
を
勤
務
先

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

川
「
年
末
調
整
の
た
め
の
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
証
明
書
」

(
税
務
署
発
行
)

ω住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入

金
の
年
末
残
高
等
証
明
書
」

(
金
融
機
関
発
行
)

確
定
申
告

給
与
の
収
入
金
額
が
、

2
、
0

0
0
万
円
を
超
え
る
場
合
や
給
与

を
一
ヵ
所
か
ら
受
け
て
い
る
人

で
、
給
与
所
得
及
び
退
職
所
得
以

外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
却
万

円
を
超
え
る
場
合
な
ど
は
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要

が
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑

損
控
除
や
医
療
費
控
除
、
寄
付
金

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

人
、
ま
た
、
今
年
初
め
て
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
な
ど
は
、
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る

た
め
に
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

/ 
て1tτιιιとイ，.(どIイイどI

主主..三..す写..込斗山山山山μμr.:::::主.-主.-主..三

広報かわうち
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読
書
感
想
文

入
賞
者
発
表
H

A
V
 

女
入

選

(
敬
称
略
)

{
小
学
校
低
学
年
の
部
】

「ゅうやけカボちゃん」
まけるなカボちゃん

東谷小学校 1年

藤田真弓

読んでおもしろかった
「でこちゃん」
西谷小学校 2年

八木菜瑠実

しっぱいしたって
いいんだね
川上小学校 3年

杉原圭奈恵

{
小
学
校
高
学
年
の
部
}

「ぼくらは知床探検隊」
を読んで

川上小学校 4年

中路健介

「ファーブル」
あきらめない気持ちを

東谷小学校 5年

石谷みなみ

「わたしねむたいのに」
三十二ページの絵本から

東谷小学校 6年

宇和川 恵

{
一
般
の
部
】

{
中
学
校
の
部
}

父への恋文

則之内

高須賀和恵

わたしに勇気を

川内中学校 1年

重松由貴

「種まく 子供たち」
を読んで

川内中学校 2年

村上マリナ

ソフィーの世界

川内中学校 3年

松木まりこ

読
書
週
間
に
ち
な
ん
で
、
日
頃
読
ん
だ
本
の
中

で
特
に
感
銘
を
受
け
た
本
の
感
想
文
を
募
集
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
三
十
七
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、

点
)
と
佳
作
(
九
点
)
を
選
び
、

央
公
民
館
で
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
、

* 佳

{乍

O

ぼ
く
ら
は
ご
り
ら
の
こ

川
上
小

一
年

大

西

0

「ぼ
く
ら
は
知
床
探
検
隊
」

を
読
ん
で川

上
小
三
年

菅

野

0

「
き
ょ
う
り
ゅ
う
が
学
校
に

や
っ
て
き
た
」

東
久
口
小
三
年

亀

岡

優

0

「
ク
ミ
プ
ラ
ス
ミ
ク
は
ま
じ
よ
?
」

を
読
ん
で川

上
小
四
年

伊
藤

優
子

。

「
ぼ
く
ら
は
東
谷
探
検
隊
」

東
谷
小
四
年

佐
伯

亮

o
中
国
の
歴
史

西
谷
小

四

年

和

田

直

己

0

「
ぼ
く
ら
は
み
ん
な
生
き
て
い
る
」

を
読
ん
で川

内
中

一
年

角

谷

瞳

o
ヘ
レ
ン
が
私
に
く
れ
た
も
の

川
内
中

一
年

三

津
山
真
由

。
い
ち
ば
ん
強
く
て
勇
敢
な
の
は

川
内
中
一
年

高
須
賀
荊
生

入
選
(
十

十

月
十

日

中

非軍
雄
介

会

入選者の表彰式砂

広報かわうち
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川内チーム健闘

去る9月25日、北条市多目的広場で愛媛放送テレ
ビ愛媛杯争奪大会が開催され、南方東部チームが
優勝しました。なお、個人で同チームの越智フヂ

子さんが銀メダル、和田芳男さんがハイスコアの
メダルを獲得しました。

.' ~I 

第13回全国家庭婦人バレーボールいそじ大会が

10月 24~26日、大阪府立体育館で聞かれ、愛媛県
代表として出場した温泉郡のチーム(川内町6人と t

重信町6人で編成)が、みごと3位に入賞しました。. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . 
いち
のび
こっ
相こ
撲
大
~ 
%:t 

企手作りバザー

川
内
町
文
化
祭

‘ボーイスカウトの
手作り教室

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
.
 
・・・・・・

広報かわうち
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「みん芯のひろばJに耳寄りな情報をお寄せください。

満1歳おめでとうのコーナーでは、 1月生まれの

満 l歳児を募集します。 11月末日までに役場総務課

広報係(公966-2222)へ写真とコメントをお寄せ

ください。

表
川
沿
い
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
活
動

白
猪
の
滝
で
清
掃
活
動

10 
月
25 
日

た
ば
こ
組
合
川
内
支
部
の

メ
ン
バ
ー
が
、
河
之
内

問
屋
の
白
猪
の
滝
駐
車

場
周
辺
か
ら
白
猪
の
滝

口
ま
で
の
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

滝
祭
り
を
前
に
し
た

清
掃
活
動
で
し
た
が
、

秋
の
朝
の
澄
み
き
っ
た

空
気
の
中
で
、
み
な
さ

ん
心
地
よ
い
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

日
月
刊
日
、
地
元
有
志
と
愛
媛
信
用
金

庫
職
員
の
共
同
に
よ
る
ア
ジ
サ
イ
の
土
入

れ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
が
、
表
川
沿
い

の
町
道
市
場
吉

久
線
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

でをが端時来動
す咲鮮の期年のこ

O か や ア に の お う
せかジは梅かし
そなサ、雨げた
う花イ道ので活

~婦人会かう~

ふ人ーザ
4
G

川
柳
も
づ
く
吟
社
十

一
月
例
会
報

高

瀬

喜

撰

亭

孫
一
人
家
中
み
ん
な
回
り
出
す

手
品
師
が
紐
の
中
心
切
っ
た
の
に

中
心
に
な
っ
て
孤
独
の
中
に
居
る

中
心
に
ほ
ど
ほ
ど
に
除
け
生
き
る
智
恵
山
本

絹
糸
の
よ
う
に
静
か
な
冬
の
雨

カ
ム
バ
ッ
ク
涙
の
昧
を
知
っ
て
い
る

子べ
午 T
線ス
が二
有矢口
つ恵
てが
日ポ
本夕。
のめ

タJ¥E  

if Z 
住有
むる

高篠山松大岡佐山和
瀬 森本岡島本々崎田
喜美ひ 木 省
撰登ろ義 武胡盛三紫紫深美
亭里 志 国 実 士 舟 久 郎 芳 温 舟 雪

平菅
岡野

高
岡

悔
し
涙
も
袋
に
詰
め
る
甲
子
園

本
当
の
涙
嬉
し
い
時
に
出
る

運
の
良
さ
振
り
袖
に
な
る
繭
も
有
り

昨
今
の
テ
レ
ビ
涙
が
底
を
つ
き

夫
々
の
夢
持
ち
こ
ん
で
村
起
こ
し

失敗・出しそびれたはがきを集め

ます。ご協力ください。はがき入れ

ポストは、中央公民館玄関に置いて

います。この代金は、川内町社会福

祉協議会まごころ銀行へ贈らせてい

ただきます。

0桜学級「人権学習と料理学習」

日時 11月29日(木)午後7:30~ 
場所中央公民館第1学習室

内容人権問題

日時 12月11日附午後7:30~ 
場所中央公民館調理室

内容非常食・郷土料理等

O施設訪問

愛のタオル1枚運動にご協力あり

がとうございました。 852才女のタオ
ルが集まりました。 12月中旬の施設

訪問時にこの愛のタオルを持ってお

見舞いさせていただきます。また丈

化祭の即売品もたくさんありがとう

ございました。売上の半分は、各支

部に還元させていただきます。

C福祉大会

日時 12月9日1日) 9:ω~ 
場所中央公民館大ホール

内容講演 ・バザー ・フリ ーマー

ケットなどがあります。

012月塩ヶ森ウオーク

日時 12月23日(日) 8: 30~ 
場所中央公民館にご集合くださ

しミ。

012月ボ力シ作り

日時 12月23日(日) 19: 30~ 
米のとぎ汁もお持ちください。

広報かわうち
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ト・3アずしn
m ・霊嚢"

歳満句
多めでとさ/
〆 ーミ

=軍E
ぞ

の

事
実

Rμ

周

相

m
aロ
t

み史

<ん

(12月28日生)
1歳のお誕生日おめでとう。
元気で明るい男の子になってね。

(父 母より)

川
上
村
消
防
団
ガ
ソ
リ
ン

ポ
ン
プ
購
入
記
念

朝
晩
も
め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
今
年
も

本
格
的
な
防
火
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
写
真
は
、
昭
和
お
年
頃
、
川
上
村

消
防
団
が
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
を
購
入
し
た

時
の
記
念
写
真
で
す
。

現
在
の
小
型
で
高
性
能
な
ポ
ン
プ
に
比

べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
大
型
で
簡
素
な
つ
く
り

で
す
が
、
写
真
の
中
の
消
防
団
員
の
諜
と

し
た
勇
姿
は
、
今
も
昔
も
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。な

つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご

一
報

を

!

あ

っ

し

川

本

敦

史

くん

(12月30日生)

くいしんぽうの敦史<ん。
どんどん食べて阜<大きくなれ。

(父 ・母より〕

川
内

・
表
川
吟
社
合
同
句
会
報

十
一
月
十

一
日

慶

一

報

蝿
火
口
選

典
子

池熊
川田

層
々
と
竹
の
奥
嵯
峨
時
雨
け
り

大
下

聞
に
作
ち
牡
丹
焚
火
に
魅
せ
ら
れ
る

樋
口

口
だ
け
は
達
者
な
漢
懐
子

菅
野

タ
か
げ
る
参
道
石
蕗
の
花
明
か
り

高楠近
瀬 藤

時
雨
る
冶
や
去
来
の
墓
の
自
然
石

初
時
雨
軒
に
荷
を
解
く
魚
売
女

紅
葉
撮
る
だ
け
に
止
ま
り
し
自
家
用
車
田
部

牛
の
値
の
定
ま
り
解
け
し
懐
手

1古
首

里子

川
の
面
に
映
え
ゐ
る
冬
の
紅
葉
か
な

渡
部

両
国
の
大
鉄
傘
や
冬
ぬ
く
し

熊
田

日
と
あ
ご
で
指
示
し
て
ゐ
る
懐
手

池
JlI 

史
子

斗
清

千
春

治
子

照
幸

広
明

美
岬

鯛慶英
谷一隆

ぬ

合同句会は、川内町文化祭の行事として聞かれました。

広報かわうち



インフォメーション

現
在
の
と
こ
ろ
、
募
集
空
家
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
比
年
度
に

お
け
る
補
欠
入
居
者
を
決
定
す
る

た
め
に
、
下
記
の
住
宅
に
対
し
て

入
居
申
し
込
み
の
受
け
付
け
(
公

募
)
を
行
い
ま
す
。

※
補
欠
者
は
、
下
記
の
団
地
に
空

家
が
生
じ
た
場
合
、
補
欠
順
位
に

よ
っ
て
入
居
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。寺

山
団
地

5
戸

保

免

団

地

辺

戸

天

神

団

地

弘

戸

茶
堂
南
団
地
お
戸

茶

堂

団

地

ロ

戸

口
応
募
資
格

「町
内
に
住
所
の
あ
る
方
」
ま
た

募

集

平
成
U
年
度
中
に
お
け
る

町
営
住
宅
の
入
居
申
し
込

み
の
受
け
付
け
(
公
募
)

を
実
施
し
ま
す
。

は

「町
内
に
勤
務
場
所
が
あ
る
方
」

(
詳
し
く
は
担
当
窓
口
に
て
)

口
募
集
期
間

平
成
日
年
ロ
月
3
日
叩
か
ら

平
成
日
年
ロ
月
日
日
幽
ま
で

口
申
込
先

役
場
福
祉
課
公
営
住
宅
担
当

(
宮

9
6
6
・
2
2
2
3
)
ま
で

聞
第
2
回
愛
媛
の
観
光

闇
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

口
テ
i
マ

愛
媛
の
自
然
、
風
物
な
ど
の
観

光
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

口
応
募
方
法

・
作
品
は
、
四
つ
切
サ
イ
ズ
の
カ

ラ
i
プ
リ
ン
ト
と
し
ま
す
。

・
作
品
は
、
過
去
l
年
以
内
に
撮

影
さ
れ
た
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す

0

・
応
募
作
品
の
対
象
は
、
愛
媛
の

風
景

・
建
物
・
祭
り

・
風
物

・

産
業
な
ど
で
県
内
外
か
ら
観
光

で
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
も

の
。
(
人
物
の
被
写
体
が
あ
る

場
合
に
は
、
本
人
の
承
諾
を
得

て
く
だ
さ
い
。
)

口
問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み
先

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
こ

ろ
ま
で
。

松
山
市
大
可
賀
2
丁
目
1
1
お

社
団
法
人
愛
媛
県
観
光
協
会

(
包

9
5
1
・
0
7
1
1
)

本自

E炎

白
人
権
相
談
所

口
日

時
ロ
月
5
日

制

日

時

1

M
時

口

場

所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争
、
借
地

・
借
家
、
児

童

・
生
徒
の
い
じ
め
・
体
罰
、
交

通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

闘
い
じ
め

・
な
や
み
等

閣
の
教
育
相
談

口

日

時

毎
週
月
・
火

・
水

・
金
曜
日

8
時
加
分
l
口
時

口
場

所
川
内
町
中
央
公
民
館

2
階

教
育
相
談
室

口

内

容

い
じ
め
・
不
登
校
・
学
業
不
振

等
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
本

人
ま
た
は
保
護
者

・
関
係
者
か
ら

の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

(
無
料

・
秘
密
厳
守
)

週

間

~エ 12
置イ 月
セズ I
Rデ日
12 1 は
月 」 、

日
か
ら

「
世
界

で
す
。

7
日
ま
で
の

1
週
間
を

「愛
媛
エ

イ
ズ
予
防
週
間
」
と
定
め
、
各
保

健
所
に
お
い
て
、
夜
間
電
話
相
談

及
び
夜
間
血
液
検
査
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
エ
イ
ズ
で
悩
み

・
不

安
・
疑
問
等
を
抱
い
て
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
機
会
に
現
代
人
の
常
識
と

し
て
エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
誤
解
や
偏
見
を
無
く
し
ま
し

ト
晶
、
つ
ノ
O

〈
愛
媛
県
松
山
中
央
保
健
所

夜
間
電
話
相
談
〉

広報かわうち

口
日ロ

月
3
日
叩

1
5
日
制

7
土
寸

1
0土
寸

1
i
口
H

F

4

日

μ

E
9
3
1
・
4
0
3
6

〈
夜
間
血
液
検
査
〉

口
日

時
ロ
月
3
日
同
1
5
日
制

口
時

i
m時

口

場

所

松
山
市
北
持
田
町

1
3
2

松
山
中
央
保
健
所
l
階
予
診
室

口

料

金

無

料

口
相
談
員

専
門
の
医
師
等
が
相
談
等
に
お

答
え
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
等
秘
密
は
絶
対
守
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時

命



ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

気
を
つ
け
て
!
日
月
日

日
か
ら
翌
年
2
月
日
日

ま
で
は
狩
猟
期
間
で
す

毎
年
、
日
月
日
日
か
ら
翌
年
2

月
日
日
ま
で
は
狩
猟
期
間
で
す
。

現
在
、
町
内
に
は
「
銃
猟
禁
止
区

域
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
狩

猟
を
さ
れ
る
方
は
、
狩
猟
に
伴
う

危
険
防
止
に
特
に
配
慮
し
、
事
故

の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
無
許
可
の
(
わ
な
)
は
、

大
変
危
険
な
う
え
に
銃
器
に
よ
る

有
害
鳥
獣
駆
除
の
妨
げ
に
も
な
り

ま
す
。
有
資
格
者
に
よ
る
適
正
な

物
以
外
は
、
絶
対
に
設
置
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
狩
猟
期
間
以
外
で

鳥
獣
に
よ
り
農
林
作
物
に
著
し
い

被
害
が
発
生
す
る
場
合
に
は
、
特

別
に
有
害
鳥
獣
駆
除
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
度
の
川

内
町
猟
友
会
の
協
力
に
よ
る
駆
除

実
績
は
野
猿
目
頭
、
猪
お
頭
、
カ

ラ
ス

ω羽
で
す
。

インフォメーション

区域名 地区名 内容 設定期間

銃猟禁
銃猟による危険を未然に防止 し、 平成13年11月1日か

前松瀬川 また安全を守るため、 10年間銃 ら平成23年10月31
止区域

猟による鳥獣の捕獲を禁止する。 日まで

施
設
紹
介

待
望
の
野
外
活
動
施
設
と
し

て
、
川
内
町
吉
久
に
「
川
内
町
町

民
運
動
場
」
が
供
用
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
町
民
の
健
康
増
進
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て

今
後
、
多
い
に
ご
活
用
下
さ
い
。

使
用
に
あ
た
っ
て
の
申
し
込
み

は
、
教
育
委
員
会

(
E
9
6
6
1

4
7
2
1
)
ま
で
。

表川

松山
刑務所• 午前 6時から

午後7時まで

午前 8時から
午後 5時まで

[使用時間1
5月 l日から
8月末日まで

9月 l日から
4月末日まで

【施
設
の
概
要
}

O
施
設
名

川
内
町
町
民
運
動
場

。
場
所

川
内
町
大
字
吉
久

3
5

2
香
地
l

(
川
内
浄
化
セ
ン
タ

ー
横
)

O
敷
地
面
積

1
2
、
0
5
3
2m

(
内
グ
ラ
ン
ド
面
積

1
0
、
0

0
0
2m) 

O
主
要
備
品

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
用

移
動
式
パ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

l
基
、

サ
ッ
カ
ー
ゴ

l
ル

1
組
他

O
そ
の
他

散
水
栓
、
水
飲
み
場
、

水
洗
ト
イ
レ
各
2
ヶ
所
、
駐
車

場
約

ω台

ごみの収集日
清掃センター 電話 966-4989

， .もえるごみ

収集曜日 収 集 地 域 収集変更日又は収集休止日

月-木
東谷 ・西谷 ・土谷・滑川 12月24日(月)は、

奥松瀬川 ・天神 12月25日凶に収集

毎
北方東・ 北方西

火・金 変更なし

週
南方東・ 南方西

水-土
町西 ・町東(天神を除く)

変更なし
山田 ・横灘団地 ・前松瀬川

もえないごみ ・有資源回収

ペットポトlレ ガフス ー空
有資源回収

空き缶類
収集地域 トレイ類 ビン瀕及び

乾電池類もやさないもの 蛍光灯類

東谷・西谷・土谷・滑川
12/3(月) 12/10(月) 12/17(月) 12/27休)

奥松瀬川天神

北方東 ・北方西 ・南方東
12/4伏) 12/11ω 12/18閃 12/28(金)

南方西

田T西 ・町東 (天神を除く )
12/5(水) 12/12T1<) 12/19T1<) 12/26(水)

山田・横灘団地・前松瀬川

命

2 

広報かわうち



12月健康情報
-健康センター 包966-2191

II陸軍i::閥

0健康相談 ・栄養相談

血圧測定、尿検査を行っています。健康に関することは

お気軽にご相談ください。

日 時 毎週水曜日 午前9~12時
場所 健康センター l階運動指導室

0こころの健康相談

不安定な精神状態やお年寄りの痴呆等の相談をお受けし

ています。

日時 12月14日 (金) 午後1時30分~3時30分
場所 健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡ください。

0滑川健康相談

日 時 12月12日 (水)

場所 生活改善センター(午前11時~ 12時)
海上(午後l時30分~2時30分)

九騎(午後3時~4時)

|園暗闇置

日 時 対象児と注意事項

3 ヶ月 ~7歳6ヶ月の者

12月3日(月)1*百日ぜきにかかったことのある

午後2時~3時 | 方は 2 種混合(破傷風、ジフテリア)

を受付で申し出てください。

場所 健康センター 2階

持参品 母子健康手帳、予防接種手帳、体温計

日時 対象者と注意事項

l接種の日に満65歳以上の方
12月4日(火)I 

| 予防接種を希望される方は、
7日(金)I 

|事前に健康センターまでご連絡く
午後2時-3時|

lださい。 料金ひと hハ，000円
場所 健康センター 2階

持参品 健康手帳、体温計(お持ちの方はご持参ください。)

-〆

)

け

ザ

者

ペ
ン
齢

仁

エ

高

|E窃担問由也..  問問周回i畑置

日時 毎週月曜日午前8時30分~9時
場所 健康センター

持参品 印鑑、登録をしている犬は鑑札、狂犬病予防注

射j斉票

大 不幸な犬をつくらない為にも 、繁殖を希望しない場

合は、不妊・去勢手術に努めましょう。

団間白血掴 (診療時間:午前9時~午後5時)

日 当番医 住所 電話

2日(日曜日) 友愛医院 松山市水泥町 976-6262 

9日(日H程日) 中川病院 松山市南梅本町 976-7811 

16日(日曜日) 増田整形外科 松山市南梅本町 970-2020 

23日(天皇誕生日 勝本内科クリニック 重信町横河原 960-5500 

24日(振替休日) 西野内科クリニ yク 重信田T牛iJ:U 964-2200 

30日(日曜日) 辻井循環器科内科小児科 重信町田窪 964-0013 

31日(月曜日) 藤石病院 重信町志津川 964-1234 

『インフルエンザの 錘畠百創
予防接種をうけましょう。 J _.-】-，--.
毎年冬期 (12月~3月 ) (こ流行するインフルエンザのウイルスは、A、

B、C型と分けられますが、ここ20年は、A香港型、Aソ連型、B型の3種

類が流行しています。

ウイルスに感染して 1~38で発病します。突然の高熱や頭痛や身

体の痛みなどの症状、少しあとに量水や咳やのどの痛みなどの症状

が見られます。合併症には肺炎、胃腸炎、緋腹筋炎(ふくらはぎの痛み)

などがあり、高齢者には心筋炎、小児には中耳炎のほか熱性痩聖堂・脳

炎脳症、ライ症候群などの重い病気もあります。もっとも、死亡例の

90%以上は肺炎で亡くなられています。 Ol!i!吐や意識障害を伴い死亡

もあるライ症候群はアスピリン投与と関係が深いので、熱さましゃ痛

み止めにアスピリンを絶対に使用しないでください。(市販薬にもア

スピリン製剤がありますので注意して下さい。 )

インフルエンザの流行を止めるため、学校保健法では解熱後48時

間過ぎるまで、即ち伝染力の強い発病後1週間は、学校を休ませるこ

とになっています。大人も同様です。予防には石鹸による手洗いやポ

ピドンヨード液によるうがいがありますが、インフルエンザワクチンの

接穫が番よいです。

今年度もインフルエンザワクチンはAソ連型、A香港型、B型の3種
類の混合ワクチンとなっています。ワクチンを受けた人で、インフJレ
エンザで死亡した人や脳症になった人は1人もいませんが、発病する

人はある程度います。しかし、いずれも軽症ですんでいますので安心

して下さい。それにワクチンの副反応もほとんどありません。

また、ワクチンは生後6ヶ月から受けられますので、乳幼児の方は

受けて下さい。そしてインフルエンザの合併症が出やすい65歳以上

の高齢者、特に端患や心臓病などすでに病気をもたれている方はワ

クチンを接種していただきたいです。

ワクチンの免疫は、接種後2週間で効き始め、約5ヶ月持続すると

のことなので、予防接種の1回目は11月中に2回目は12月中に終了

されたらよいと思います。ただし、大人の方は1回のワクチン接種で

よくなりましたので、 11月中に済ませばよいと考えます。

以上、インフル工ンサ.ワクチンについて述べさせていただきました

が、 『備えあれば憂いなしjです。

皆さん、インフル工ンサ.の予防接種を是非受けましょう。

内科医師辻井武虞

会
広報かわうち



町の動き
(11月1日現在) 健康センターから

( -11人)

(-8人)

(-3人)

(- 2戸)

11，328人

5，354人

5，974人

3，963戸

口

数男
女

帯

人

世

0子育て教室
日時 12月 18 日(火)午前9時30分~12時
場所 健康センター 2階

対象児 平成11年7月 .8月 .9月生まれの幼児

(2 歳 3 ヶ月 ~5 ヶ月児)

講話 「それで、いいよ、だいじようぶ~子育て応援

します~J

集団遊び、手作りおやつ試食会、個別育児相談

母子健康手帳、アンケート(事前に送付します。)

国間四b噛
戸籍の窓

(10月受付分 ・敬称略)

カお誕生おめで とう ございます

ロ句、

沓内

生年月日

了、

持参品

0育児相談

日時 12月25日(火)受付

場所 健康センター l階

対象児 平成13年 5 月 ~6 月生まれの乳児 (6~7ヶ月児)

平成10年10月 ~11月生まれの幼児(l3~14ヶ月児)

身体計測、発達チェック、育児相談、栄養相談

母子健康手帳、アンケート(事前に送付します。)

午前 9 時~1O時

9.22 

9.27 

9.30 

10.4 

10.6 

10.9 

10.8 

10.19 

10.23 

10.26 

山一日一
川勝一
一日

保護者

柴田昭二

岡本聖司

野中健一

近藤憲治

山野太郎

山 田 勝

豊岡康弘

江村和弘

後藤田勝美

山下繁樹

名前

葵

璃音

美緒

朋哉

秀 都

彩月

住所

森

旦之上

板戸

三軒屋

茶堂

山田

北八幡

西古市

惣田谷下

三軒屋
内容

持参品

0育児学級

日時 12月25日(火)受付

場所 健康センター l階

対象児 平成13年8月 ~9月生まれの乳児 (3~4ヶ月児)
平成13年1 月 ~2月生まれの乳児(l0~11ヶ月児)

身体計測、発達チェック、 小児科診察、育児相談、

栄養相談

母子健康手帳、

午後l時~2時

げ百

合内

(事前に送付します。)

0乳幼児相談

日時 毎週水曜日午前9時~12時
場所 健康センター l階

内容 身体計測、育児相談

持参品 母子健康手帳

アンケート持参品

{主所 氏名 年齢 死亡月日 世帯主

天神 日野正敏 75 9.30 日野正敏

曲里 菅野 原子 66 10.7 菅野司莫討

横灘 渋谷キクエ 97 10.10 渋谷 i羊江

市場 宇和JlI勇 74 10目11 宇和川勇

土谷 渡部ミヨ子 60 10.12 渡部岸男

市場 寺田公敬 81 10.13 寺田公敬

宝泉 渡部キタヨ 95 10.19 渡部光雄

i可之内音田 近勝徳松 67 10.21 近藤徳松

下之町 梶野幸治 36 10.25 梶野幸男

保免 佐伯悦雄 80 10.30 佐伯悦雄

女ごめい福をお祈り いたします

午後l時30分~3時

順掘調

0いきいき健康講座⑨

「ボケ(痴呆)について」

日時 12月14日(金) 受付

場所 健康センター 2階

講師 作業療法士毛利雅英

平成13年11月10日現在

本年 | 昨年比

1356 +46 
9 -7 

1679 +43 

交通事故の発生状況

性
一
一
畑
一
備

(松山南警察署管内)

事故防止早めのライトで-夕暮れは

先生

突
然
の
異
動
で

広
報
係
に
・

ま
だ
実
感
も
湧
か

な
い
う
ち
に
取
材

や
編
集
に
追
わ
れ
、
あ
た
ふ
た
と

し
て
お
り
ま
す
。

締
め
切
り
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
、
み
な
さ
ん
に
少
し
で

も
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅

力
の
あ
る
広
報
紙
を
作
る
と
い
う

仕
事
の
奥
深
さ
に
、
前
任
者
の
偉

大
さ
を
か
み
し
め
つ
つ
、
少
し
で

も
よ
り
よ
い
も
の
に
な
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

表紙の写真

11月7日、川上小学校で行われた「人権

の花」の伝違式です。花には、子供たちに

命の尊さを知ってもらいたいという願いが

込められています。

会
広報かわうち



No.67 ••••••••••••• ••••••••••••• 

日浦の道しるべ

企たおれていた道標を
たて直して復元する

...3つの石柱が
ならんでいる

695.6・

A 

914 

a 

h
F
河
之
内
音
田
の
金
毘
羅

寺
か
ら
徒
歩
旧
分
ぐ
ら
い

企文字の上には、 手の形がしるされ方向を示している

河
之
内
の
日
浦
に
あ
る
へ
ん
ろ
道
の
道
し
る
べ
で
す
。
金
昆
羅

参
道
へ
の
道
し
る
べ
は
、
町
内
に
も
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
が
、

へ
ん
ろ
道
と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
た
だ

つ
で
す
。

当
時
の
日
浦
地
区
は
、
割
石
峠
や
白
猪
峠
を
越
え
て
面
河
や
久

万
方
面
か
ら
多
く
の
人
が
行
き
来
す
る
交
通
の
要
所
で
あ
り
、
音

回
附
近
は
、
宿
屋
や
酒
屋
や
鍛
冶
屋
な
ど
が
あ
る
宿
場
と
し
て
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
道
し
る
べ
は
却
年
以
上
前
か
ら
た
お
れ
て
お
り
、
人
々
の

記
憶
か
ら
遠
の
い
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
の
人
の
熱
意
で
復
元
さ

れ
、
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

C 
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